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論文の内容の要旨
　マメ科植物に寄生する研舳μ∫伽加力ゐαθ，ひψμ肋ω1肋∫およびひ晦舳θは世界に広く分布してい
る重要な植物病原菌であり，これらによる栽培マメ類の被害も多大である。眈㈱μM〃αψろαθは夏胞子
壁の厚さに基づいてv雄、o〃α功あαθとv孤．o〆o肋の2変種に分類されている。しかしながら，var．oκo肋の夏
胞子壁の厚さの記載は研究者により異なり，また，これらの2変種は形態学的特徴が類似し，識別すること
は非常に困難である。このため，それぞれの変種の宿主植物についても混乱がある。一方，ひα妙脇肋肋肋∫
およびひ晦舳8については夏胞子の発芽孔の位置が分類墓準とされているが，これら2種の形態学的
境界は明確ではない。このことから，これら2種は同一種として扱われたこともある。また，日本では，
αα妙脇肋〃α肋∫には3変種が報告されている。これらの変種の識別には冬胞子の大きさおよび夏胞子の大
きさが用いられているが，形態的識別は非常に困難である。以上のことから，上記3種については，分類学
的再検討の必要がある。
　そのため，本研究では，ひo〃αψろα召，ひα妙舳肋”肋∫およびひ晦舳θの分類学的再検討の一環として，
これらの3種のさび菌の標本を日本各地から収集し，光学顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて，夏胞子
と冬胞子の形態学的特徴を明らかにするとともに，rDNALSU（Dl／D2）領域およびITS領域の塩基配列に
よる分子系統学的解析を行った。そして，形態学的情報と分子学的情報を総合して，これらの分類学的考察
を行った。
（1）肋卿0舳肋ψ肋θ
　日本国内各地から収集した吻加属7種，肋物㈱属4種および跳榊属1種を宿主植物とする乾燥標本
94点を用いて，形態学的観察を行った結果，これらの標本は，夏胞子の形，発芽孔の数とその位置および
表面構造，冬胞子の形および表面構造により類別することはできなかった。さらに，夏胞子および冬胞子の
量的形質を用いて主成分分析を行った結果，標本を類別することはできなかった。従って，夏胞子および冬
胞子の形態学的特徴に基づく，ひ砂クぬψ6α9の標本の類別は不可能であることが明らかになった。形態観
察に使用した標本の中から23点を選んで分子系統学的解析を行った結果，これらの標本は同一のクレード
を形成することが明らかになった。
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　以上の緒果，日本産ひo〃αψ6αθには形態的および分子的に異なる集団は認められず，同一の分類群と
考えられた。さらに，夏胞子壁の厚さを含む形態的特徴はVa“〃αψ6αθの記載と類似しているため，日
本産の標本はVar．肋伽力ろαθとするが妥当と考えられる。なお，Var．o励タはVar．伽伽力6αεより夏胞子壁
の壁が厚いことが報告されているため，日本には分布しないと考えられる。
（2）研o卿6θM妙脇肋〃肋〃∫およびひ晦舳θ
　日本国内各地から収集した肋α∫θo肋∫属2種，晦舳属5種，助ゴo∫属1種，肋6肋属1種および
肋肋鮒加属1種を宿主植物とする乾燥標本225点を用いて，形態学的観察を行った。全ての標本の夏胞子
および冬胞子の表面構造は類似していた。また，夏胞子と冬胞子の大きさを用いて分散分析を行った結果，
これらの2種とされている標本を類別することはできなかった。しかし，夏胞子の発芽孔の位置および冬胞
子壁の厚さの平均値を用いて分散分析を行った結果，これらの標本は3グループに類別することができた。
このことから，夏胞子の発芽孔の位置と冬胞子壁の厚さは分類形質として利用できることが示された。な
お，形態学的グループと宿主植物には，明確な関連性は認められなかった。形態観察に使用した標本の中か
ら45点を選んで分子系統学的解析を行った緒果，D1／D2領域を用いた分子系統学的解析では，これらの標
本は2グループに分かれた。2つのDl／D2グループの一方は形態学的グループとの対応関係が認められたが，
もう一方には2つの形態学的グループの標本が含まれていた。また，ひα妙㈱肋〃励∫とされている標本は
2つのDl／D2グループに分散し，ひ沙伽α8とされている標本は1つのD！／D2グループのみに含まれていた。
ITS領域の解析では，これらの標本は3グループに分かれた。それぞれのITSグループの標本は，形態学的
グループとの対応関係が認められた。また，ひα妙舳伽〃痂∫とされている標本は3つのITSグループに分
散し，ひ晦伽θとされている標本は1つの亙TSグループのみに含まれていた。
　以上の形態観察結果と系統解析結果との関係を検討したところ，日本産ひα妙脇肋〃肋∫およびひ確伽θ
とされている標本は，3グループに類別するのが妥当と考えられた。これらのグループの形態学的特徴をも
とに分類学検討を行った結果，これらの3グループはσα妙θ肋ω肋鮒，ひα肋肋o1αおよびひ晦舳θの3
種とすることが妥当であると考えられる。
審査の結果の要旨
　マメ科植物に寄生する研㈱μ∫o〃αψ6αθ，ひα助脇肋〃励∫およびひ晦舳θの3種は，は世界に広く
分布し，栽培マメ類の被害も多大で，重要な植物の病原菌である。これらは，形態的に類似しているため，
識別が難しく，また，研究者により，分類システムも異なっているため，分類学的再検討が必要とされていた。
そのため，本研究は，これら3種の分類学的研究の一環として，多数の標本を日本各地から収集し，形態学
的特徴を再検討するとともに，rDNAしSU（D玉／D2）領域およびITS領域の塩基配列による分子系統学的解
析により，分類学的考察を行ったものである。その結果，ω肋αψ6α9については，形態的および分子的
に異なる集団は認められず，同一の分類群であることが明確となり，したがって，現在の変種の取り扱いは，
妥当性がないことを明らかにしている。また，形態が互いに類似している眈o榊燃α妙脇肋〃肋〃5および
ω幼αθについては，形態観察結果と系統解析結果との関係を検討したところ，これら2種は，3グループ
に類別するのが妥当であり，これらについては，分類システムの再構築が必要であると結論している。
　以上のように，本研究は，形態的再検討と分子系統学的解析により，栽培マメ類の重要な病原菌であるさ
び菌3種の分類システムの再構築の必要性とその方向性を明らかにしたことで，大変高く評価される。また，
本研究は，さび菌の系統分類学に大きな貢献をもたらすとともに，病害防除にとっても，その基礎研究とし
て大変価値の高いものであると判断される。
　よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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